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第3回　宇宙開発委員会（定例会議）’

　　訟　　事　　要　　旨　　（案）

↑　日　　時　　昭和56年2月を5日（水）

　　　　　　　●午後2時～：2時2｛）分

2．場所宇宙開発委員会会議室

5議題第7舖三山（ASTR・一A）ρ打上鵬
　　　　　　　　果について　　　　　　　　　　　　　・

4．資　　料

　三一3－1　　第2回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　　議事要旨・（案〉

　委一5－2　　、M－3S・一2暑機による第ブ号科学衛星（AS

　　　　　　　　㌍RO－A）の打上げ結果の概要

5．出席者●

　　宇宙開発委員会委貴長代理　　　　．　吉識雅夫，

　　　　　〃　委員　　　　．　斎藤成文
　　　　　．”　　　　”　　　　　　・　・　．井デ上　啓次郎

・　　”　．”　・．∴・　　大塚　茂
醐者♂　　・1∴七．

　棘大学宇鰍空研究所洋学・・ご’森　’大吉郎

　　　”　＿”　．グご、’林　友画
関係省庁職員等

　科学技術庁研糊整局長♂　　・勝谷保●

一　1　一

－
画
一
　
　
窄

　
　
－
．
－
；
L

　　

@　

噤D

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
硫
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
・
－
一
　
ー
ー
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㌧
r

　　文部省学術国際局審議官

　　通商産業出機械情報産業局雨避

　　運翰省気象庁総務部長

　　郵政省電藻監理局審議官

　　　〃　　　〃　　宇宙通信開発課
　．．建設雀愚臣官房技術参事官

　　東京大学宇宙航空研究所

事務局

　一科学技術庁研突調整局宇宙企画課長

　　　　〃　　　　〃　　’宇宙国際課長

　　　’．〃凸〕〃．宇臨懸長
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（1）前職事要旨の確認．，
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　　第2回鼎沸委員会（定例会議）講要旨案く地回一

5司）、．が確認された・’㌧

（21第7号科学鯉（A3TR、・一A）の打上げ結晶ついて

　　東京大学宇宙航空研究所の森大吉郎薮授友ぴ林友直教

　授より、資料委÷5－2に基づき説明が行われ、以下の補足、

　説明及μ質疑応答が行おれた。
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　（補足説明）

森：昨年2月のM－5S－1号機の打上げにおいて生じた機体の

　　3次曲げ振回ついては・所要の改善を施レ、今画の打上げ・

　　においては抑えることができた。

　（質疑応答）

井上：A．STRO－Aの寿命は何年か6

林：設計寿命簡年てある瓜可能であればその後三三を続け

　　たい。

吉識：観測厩器の電源投入に数日尚も要するのは何故か。

林：電源の投入は、慎重を期すため、．これまでの経験をもとに

　　作りあげた以下の手順によって行うことにしている。．

　①・短時間電源を入れて告部の機能を確認する作業を繰返し、

　　　電撃が正常に動作するという自信が得ら’れたのち、旧規の

　　　電源投入を．行う。

　②①の作業を各観測機器の電源ごとに行う。

　　このため・作業に時闘がかかり、各観測機器の電源毅入を同

　　時に行うととはできない。
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